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	大学名
	早稲田大学（私立)

	
	研究科名
	大学院アジア太平洋研究科

	
	大学HPのURL
	http://www.waseda.jp/top/index-j.html

	
	研究科のURL
	http://www.waseda.jp/gsaps/index.html

	
	プログラム名
	修士（国際関係学）

	
	取得可能な学位名
	修士（国際関係学）

	
	学位を取得するのに必要な単位数、年数
	30単位, 2年間


２．大学の特徴
Mission

学問の独立
「学問の独立」は、「在野精神」「反骨の精神」と結び合います。早稲田大学は、自主独立の精神を持つ近代的国民の養成を理想として、権力や時勢に左右されない、科学的な教育・研究を行ってきました。
学問の活用
もちろん、近代国家をめざす日本にとって、学問は現実に活かしうるものであること、日本の近代化に貢献するものであることが求められました。 つまり「学問の活用」です。安易な実用主義ではなく「進取の精神」として、早稲田大学の大きな柱の一つになりました。
模範国民の造就
庶民の教育を主眼として創設された早稲田大学。その３つめの建学の理念が 「模範国民の造就」です。グローバリゼーションが進展する現代、豊かな 人間性を持った「地球市民の育成」と言い換えることができるでしょう。 建学の理念とそこから生まれ受け継がれてきた早稲田スピリットは、私たちの財産。早稲田人がひとしく身につける校風です。
Facts and Figures

創立：1882年
所在地：東京都新宿区
学部数：13学部
大学院数：22大学院
在学生数：　52,136人　(日本の大学で２番目の在学生数)
- 学部生： 42,850人
- 大学院生： 9,286人                                                        

- 留学生： 3,125人
*2010年5月現在
海外留学生数（2008年度）：843人
海外オフィス：北京、上海、台北、シンガポール、バンコク、オレゴン、ニューヨーク、ボン、パリ
３．研究科の特徴
本研究科の基本理念は、①アジア太平洋地域の歴史、社会、文化、政治、外交、安全保障、経済、産業などの諸問題をグローバルかつリージョナルな観点から学際的に研究・教育すること、②そうした研究・教育を通してこれらの分野において国際的に通用する高度専門的知識を持つ職業人を養成し社会に排出し、広く人類に知的な貢献をすることにあります。
とりわけ、アジア地域専門家育成、国際公務＆実務者育成、アジア情報メディア専門家育成、アジアビジネス専門家育成のプログラムを重点的に推進すべく、より充実させたカリキュラムの改変を進めております。
発足当初からの日本語と英語の｢2言語教育制度｣｢国際連携｣も軌道に乗り、多くの優秀な海外からの留学生と日本人学生との日常的な研究交流の“空間”が生まれ、新しい時代を先取りした極めてユニークな大学院となっております。
・特性
(1) 世界40カ国を超える国からやってきた学生による「共生・共学の場」
(2) 学内・学外・国外の関連機関との広範なネットワークを持つアジア太平洋研究・教育の拠点
(3) 学生・教員に加え、学外諸アクターとも連携したトライアングル・メッソッドの実践
(4) 交換留学にとどまらない、アジア太平洋地域の主要大学との連携・協力による国際協働プログラムの推進
(5) 研究者以外に国際公務や外交、マスメディアなどの経験を持つ多彩な講師陣
(6) 現代的なテーマを扱った公開講座や、タイムリーな講演会など、アジア太平洋研究センターによる豊富な活動
* トライアングル・メソッド：
トライアングル・メソッドとは、実社会のさまざまな諸問題に対して、教員、大学院生、そして学外諸アクター（国内外の官公庁、地方自治体、国際機関、研究機関、ＮＰＯ、ＮＧＯ、ビジネスマン、市民等）の三者が、異分野・異文化・異業種の智慧の交流を図りながら、具体的な解決・代替案を設計していく、本大学院独自の研究・教育システムです。
４．プログラムの特徴
本研究科修士課程では、「地域研究」「国際関係」「国際協力・国際情報通信」の３つの領域を設け、学生は一つの領域に中心を置きながら、他の領域の科目も履修することにより、躍動するアジア太平洋地域を多様な角度から観察・分析することのできる専門性を体系的に習得できるように構成されています。
したがって、MAプログラムにおいては、何に重点を置いて学ぶかは、学生個々の関心や経験、専門性によってデザインすることができます。例えば、既に特定の地域や国の言語や政治経済情勢に専門性を有する学生は、この地域・国に対する知識を深めるだけでなく、このプログラムにおいて、新しい様々な分析ツールを身に着けることが推奨されます。逆に経済学などの分析ツールを既に習得している学生は、そうした分析ツールを用いながら、地域や国の事情を中心に、言語も併せて勉強していくことができます。
アジア太平洋研究科MAプログラムは、アジア太平洋地域を含む国際社会で活躍できるプロフェッショナルの養成を目標としています。
1) 地域研究
歴史、経済、政治、文化、社会などの変容から多様でかつ複雑に入り組んだアジア太平洋地域の特徴をえぐり出し、問題点と課題を発見し、その解決策を模索することを目指しています。
2) 国際関係
国際機構、経済協力、経済開発、環境、国際法などの視点から、アジア太平洋地域を中心として当該地域が抱える、国際関係に関する多様な問題点およびその解決策について検討します｡
3) 国際協力・国際情報通信
NGO・NPO論、ODA論、ジェンダー論、文化論、情報通信などの視点から、国際社会の共通の課題を取り上げ、それらを解決するためにどう国際協力が進められているか、その現状と課題を探ることを目的としています。
５．学位を取得するための必要なカリキュラム
修了年限と修了要件
修了要件は、研究科に２年以上在学し、所要の授業科目について３０単位以上を修得し、かつ必要な研究指導を受けたうえで、修士論文の審査および試験に合格することとします。
履修方法 

本研究科では、授業科目として、「共通基礎科目」、「専門基礎科目（国際関係・地域研究）」、「専門基礎科目（国際協力・政策研究）」、「発展科目」および「プロジェクト研究」を設定しています。
共通基礎科目
専門基礎科目
共通基礎科目は、各プロジェクト研究・研究活動の遂行に必須となる基礎知識の獲得および基礎技術の修得、練成を主たる目的として設定しています。したがって、入学後できるだけ早い時期に修得し、発展科目へつなげてゆくことを推奨します。
発展科目
発展科目は、プロジェクト研究の具体的展開、修士論文の作成等に向け、より高度な知識の修得および応用能力の練成を主たる目的として設定します。そのうち日本研究のカテゴリーでは、留学生のニーズ等を踏まえ、日本を多角的な視座から検討し理解を促進することを企図します。また、特別講座のカテゴリーでは、教員が中心となり各分野のホットなテーマを取り上げ、適宜外部の実務者、研究者等を招き、生の情報を提供します。
プロジェクト研究
プロジェクト研究では、学生が教員の組織する研究プロジェクトの一角に参画し、トライアングル・メソッドをもって、そこでの実体験を通じて、優れた問題解決能力の練成を目指していきます。その手法の特徴は、現実の社会で発生している問題、課題に対し、解決策を導出するための研究活動のプロセスおよび成果を、直接教育活動のコアとして採用するところにあります。このプロジェクト研究は研究指導に加え、教員、大学院生、そして企業・公的機関・各種団体の実務家およびその関係者が一つのプロジェクトチームを組み、三位一体となって遂行されることとなります。社会各分野からの幅広いバックアップ体制を通じて受け付けた受託研究、調査研究、共同研究などの研究プロジェクト計画を、アジア太平洋研究センターが組織する審査委員会と、学内のガイドライン委員会においてスクリーニングし、実施が認められたものについて教員は国内外の研究者や実務界の専門家等と高度な共同研究を遂行することとなります。その教員の指導のもと、大学院生は能動的に研究プロジェクトの遂行に必要な知識や方法論を摂取し、自ら課した課題の解決案を修士論文に帰結させることとなります。この活動を通じて、学生の現実問題に対する鋭い関心を研ぎすまし、かつ合理的な問題解決能力を向上させることが期待されます。
この科目は演習形式で実施され、併せて研究指導（論文指導）を行います。また、インターンシップ、フィールドワークも内容によってはプロジェクト研究の一環として位置づけられることがあります。
最新のプロジェクト研究にいては、下記当研究科ウェブサイトを参照してください。 

http://www.waseda.jp/gsaps/ma/ma_project_jp.html
自由科目
自由科目は、情報処理、ライティング・スキル、語学など研究活動に補足的に必要となるスキルを身につけるための科目です。なお、これらの科目は修了必要単位には算入されません。
Class Schedule 

（１）学期は春学期／夏学期／秋学期／冬学期の４学期（クォーター）制です。
（２）授業時限は以下のとおりです。
１時限：０９：００～１０：３０
５時限
：　１６：３０～１８：００
２時限：１０：４０～１２：１０
６時限
：　１８：１５～１９：４５
３時限：１３：００～１４：３０
   
４時限：１４：４５～１６：１５
６．年間スケジュール
※ＪＤＳ派遣学生は、2011年9月入学となります。

＜ご参考：2010年度アジア太平洋研究科暦＞

入学式: 4月2日   

春学期授業期間: 4月6日~ 8月2日 

補講期間: 7月27日~ 30, 8月2日 

夏学期授業期間: 8月3日～27日 

* 3～5日間の集中講義

　第１ブロック: 8月3日～ 6日

　第２ブロック: 8月17日～ 20日

　第３ブロック: 8月23日～ 27日

夏季休業期間: 8月28日～9月20日   

学位授与式: 9月20日   

入学式: 9月21日   

秋学期授業期間: 9月27日～2月４日

創立記念日: 10月21日 

冬季休業: 12月23日～1月5日 

補講期間: 1月31日～2月4日 

冬学期授業期間: 2月7日～25日

*3～5日間の集中講義

　第１ブロック: 2月７日～10日

　第２ブロック: 2月14日～18日

　第３ブロック: 2月21日～25日 

春季休業: 2月26日～ 3月31日   

学位授与式:3月26日
７．施設案内
* 図書館:
蔵書数:　約510万冊      

定期刊行物: 約5100冊

デジタルソフトウェア:　約18,000 

*博物館:

坪内逍遥博士記念演劇博物館や會津八一記念博物館などがメインキャンパス内にあります。

*端末室: 

当研究科学生用に、端末室に36台、アジア太平洋図書室に57台のＰＣを設置しています。

*リフレッシュゾーン(当研究科学生専用): 

休息や飲食の場としてリフレッシュゾーンを設置しています。

*寮: 

私費留学生向けに寮を準備しています。ただし、部屋数は限られているため、希望者の中から選考となります。
８．JDS生指導可能教員リスト
添付の資料を参照してください。

アジア太平洋研究科の専任教員は、それぞれの研究分野をリードする一流の研究者であり、数々の研究プロジェクト等を実施しています。学生は、こうした教員の活動からも、様々な刺激を受けることができます。プロジェクト研究は、出願時の提出書類、エッセイや面接結果等および本人の希望等を総合的に勘案しつつ、諸般の事情を考慮して決定されます。

９．応募者向けメッセージ
「入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）」

大学院アジア太平洋研究科国際関係学専攻では、「アジア太平洋を中心とする地域の歴史、政治、経済、産業、経営、社会、文化および国際間の諸問題をグローバルかつ地域的観点から学際的に研究するとともに、躍動するアジア太平洋地域を理解し、この地域の未来を担う専門家、研究者を育てていくこと」を研究科の基本理念としており、国際社会のより良き未来を目指して、学び、努力する志のある学生を国内外から広く求める。修士課程では、学部生のみならず、既に職業経験を有し、それぞれの出身国はもとより国際社会での更なる活躍を志す社会人の応募を歓迎する。従って、入学選考においては、当研究科の基本理念に賛同することを前提とし、以下の点を重視する。
１）国際社会における諸課題の問題点を的確に把握し、解決することのできる素養
２）合理的・論理的に思考できる能力
３）国際社会で通用しうる語学力を含めたコミュニケーション能力。
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